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(57)【要約】
【課題】フラットディスプレイの体積および重量を大幅
に低減する。
【解決手段】本発明は粘着固定体１２によって部材が接
合支持されるフラットディスプレイを提供するものであ
り、主に透明保護板１０、ディスプレイ部材１４および
粘着固定体１２を備える。ディスプレイ部材１４はディ
スプレイの光電装置（例えば、液晶パネルまたはバック
ライトモジュール）を構成する。ディスプレイ部材１４
が粘着固定体１２（例えば、面ファスナー）によって透
明保護板１０上に粘着されることによって、支持部材の
使用を減少させることができ、ディスプレイの体積およ
び重量を大幅に低減できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明材料から構成された透明保護板と、ディスプレイの光電装置を構成するディスプレ
イ部材と、粘性物質から構成された粘着固定体と、を備え、
　前記ディスプレイ部材は前記粘着固定体によって前記透明保護板上に付着されることを
特徴とする粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイ。
【請求項２】
　前記透明保護板の材料は、ガラスまたはアクリルであることを特徴とする請求項１記載
の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイ。
【請求項３】
　前記ディスプレイ部材は、パネルまたはバックライトモジュールであることを特徴とす
る請求項１記載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイ。
【請求項４】
　前記粘着固定体は、再剥離性を有するものまたは有さないものであることを特徴とする
請求項１記載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイ。
【請求項５】
　前記再剥離性を有する粘着固定体は、面ファスナーであることを特徴とする請求項４記
載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイ。
【請求項６】
　更に、前記バックライトモジュールの支持に使用される支持部材を備え、
　前記パネルは前記粘着固定体によって前記透明保護板上に付着されることを特徴とする
請求項３記載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイ。
【請求項７】
　更に、固定機構を有する支持体を備え、
　前記支持体は前記粘着固定体によって前記透明保護板上に付着され、前記支持体の前記
バックライトモジュールに対応する固定機構によって前記バックライトモジュールが支持
されることを特徴とする請求項３記載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラッ
トディスプレイ。
【請求項８】
　前記バックライトモジュールは、更に連結機構を備え、複数のバックライトモジュール
が前記連結機構によって連結されることを特徴とする請求項３記載の粘着固定体によって
部材が接合支持されるフラットディスプレイ。
【請求項９】
　透明材料から構成された透明保護板と、ディスプレイの光電装置を構成するディスプレ
イ部材と、粘性物質から構成された粘着固定体と、前記ディスプレイ部材の支持に使用さ
れる支持部材と、を備え、
　複数の前記ディスプレイ部材間は前記粘着固定体によって相互に接合されることを特徴
とする粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイ。
【請求項１０】
　前記ディスプレイ部材は、パネルまたはバックライトモジュールであることを特徴とす
る請求項９記載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイ。
【請求項１１】
　前記粘着固定体は、再剥離性を有するものまたは有さないものであることを特徴とする
請求項９記載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイ。
【請求項１２】
　前記再剥離性を有する粘着固定体は、面ファスナーであることを特徴とする請求項１１
記載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイ。
【請求項１３】
　更に、固定機構を有する支持体を備え、
　前記支持体は前記粘着固定体によって前記透明保護板上に付着され、前記支持体の前記
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バックライトモジュールに対応する固定機構によって前記バックライトモジュールが支持
されることを特徴とする請求項１０記載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラ
ットディスプレイ。
【請求項１４】
　前記バックライトモジュールは、更に連結機構を備え、複数のバックライトモジュール
が前記連結機構によって連結されることを特徴とする請求項１０記載の粘着固定体によっ
て部材が接合支持されるフラットディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明はディスプレイに関し、特に、粘着固定体によって部材が接合支持されるフラット
ディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在フラットディスプレイの用途は家庭用のテレビ、コンピュータディスプレイ、室内
用ディスプレイまたは屋外用ディスプレイに分類される。また、看板の注目度を高めるた
めに、一般の室内用ディスプレイまたは屋外用ディスプレイは大型サイズのパネルが採用
されるが、単一の大型サイズのパネルはコストが高く、運搬および設置も困難である。こ
の問題を解決するために、現在大型サイズのディスプレイ看板は複数の小型パネル（例え
ば、液晶パネルまたは有機ELパネル）を組合せた構造が採用され、特殊な組合機構および
特殊な表示駆動方法によって、コスト、運搬および設置に優れ、室内または屋外で使用可
能な組合式のフラットディスプレイが構成される。
【０００３】
　しかし、従来技術による特殊な組合構造において、複数のディスプレイを支持して固定
するために、フレーム、ロック部材およびねじなどの部材を大量に使用する必要があり、
それによってディスプレイ全体の体積が非常に大きなものとなり、この問題は、フラット
ディスプレイの大型化および薄型化を達成する過程において早急に解決しなければならな
い技術的問題であった。
【特許文献１】特許公表平９－５１１６１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、粘着固定体によってディスプレイ部材をディスプレイの透明保護板上
に粘着し、透明保護板と粘着固定体とを組合せて運用することによって、支持部材の使用
を減少でき、ディスプレイの体積および重量を大幅に低減することができる、粘着固定体
によって部材が接合支持されるフラットディスプレイを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
上述の目的を解決するために、請求項１の発明は、透明材料から構成された透明保護板と
、ディスプレイの光電装置を構成するディスプレイ部材と、粘性物質から構成された粘着
固定体と、を備え、ディスプレイ部材は粘着固定体によって透明保護板上に付着されるこ
とを特徴とする粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイである。
【０００６】
　請求項２の発明は、透明保護板の材料は、ガラスまたはアクリルであることを特徴とす
る請求項１記載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイである
。
【０００７】
　請求項３の発明は、ディスプレイ部材は、パネルまたはバックライトモジュールである
ことを特徴とする請求項１記載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディ
スプレイである。
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【０００８】
　請求項４の発明は、粘着固定体は、再剥離性を有するものまたは有さないものであるこ
とを特徴とする請求項１記載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディス
プレイである。
【０００９】
　請求項５の発明は、再剥離性を有する粘着固定体は、面ファスナーであることを特徴と
する請求項４記載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイであ
る。
【００１０】
　請求項６の発明は、更に、バックライトモジュールの支持に使用される支持部材を備え
、パネルは粘着固定体によって透明保護板上に付着されることを特徴とする請求項３記載
の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイである。
【００１１】
　請求項７の発明は、更に、固定機構を有する支持体を備え、支持体は粘着固定体によっ
て透明保護板上に付着され、支持体のバックライトモジュールに対応する固定機構によっ
てバックライトモジュールが支持されることを特徴とする請求項３記載の粘着固定体によ
って部材が接合支持されるフラットディスプレイである。
【００１２】
　請求項８の発明は、バックライトモジュールは、更に連結機構を備え、複数のバックラ
イトモジュールが連結機構によって連結されることを特徴とする請求項３記載の粘着固定
体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイである。
【００１３】
　請求項９の発明は、透明材料から構成された透明保護板と、ディスプレイの光電装置を
構成するディスプレイ部材と、粘性物質から構成された粘着固定体と、ディスプレイ部材
の支持に使用される支持部材と、を備え、複数のディスプレイ部材間は粘着固定体によっ
て相互に接合されることを特徴とする粘着固定体によって部材が接合支持されるフラット
ディスプレイである。
【００１４】
　請求項１０の発明は、ディスプレイ部材は、パネルまたはバックライトモジュールであ
ることを特徴とする請求項９記載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットデ
ィスプレイである。
【００１５】
　請求項１１の発明は、粘着固定体は、再剥離性を有するものまたは有さないものである
ことを特徴とする請求項９記載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディ
スプレイである。
【００１６】
　請求項１２の発明は、再剥離性を有する粘着固定体は、面ファスナーであることを特徴
とする請求項１１記載の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイ
である。
【００１７】
　請求項１３の発明は、更に、固定機構を有する支持体を備え、支持体は粘着固定体によ
って透明保護板上に付着され、支持体のバックライトモジュールに対応する固定機構によ
ってバックライトモジュールが支持されることを特徴とする請求項１０記載の粘着固定体
によって部材が接合支持されるフラットディスプレイである。
【００１８】
　請求項１４の発明は、バックライトモジュールは、更に連結機構を備え、複数のバック
ライトモジュールが連結機構によって連結されることを特徴とする請求項１０記載の粘着
固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイである。
【発明の効果】
【００１９】
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本発明は粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイを提供するもの
であり、主に、透明保護板、ディスプレイ部材および粘着固定体から構成される。ディス
プレイ部材はフラットディスプレイの光電装置（例えば、液晶パネルまたはバックライト
モジュール）を構成する。ディスプレイ部材は粘着固定体（例えば、面ファスナー）によ
って透明保護板上またはディスプレイの各種部材に付着され、粘着固定体によって相互に
粘着されることによって従来技術のディスプレイにおけるロック部材および金具の使用が
必要なく、体積および重量を大幅に低減できるだけでなく、組立も非常に簡単なものとな
る。
本発明の透明保護板はフラットディスプレイの保護構造および支持構造とされるので、一
般のショーケースまたはショーウインドーが有する大型のガラス面に使用して電子ショー
ウインドーにする場合、ショーウインドーまたはショーケースに本来設けられているガラ
スを取り外さなくても、それらのガラスを直接ディスプレイ装置の支持構造および保護構
造（その機能はディスプレイの透明保護板と同一である）とすることができる。更に、粘
着固定体を組合せることによって、ディスプレイにフレーム、ロック部材およびねじなど
の部材を設置することによって体積が大きくなり過ぎ、ディスプレイをショーケースまた
はショーウインドーに設置できなくなる問題を解決することができ、同時に、ディスプレ
イはショーケースまたはショーウインドー内に設置されるので、外力を受けて破損したり
、盗難されたりする心配がなく、安全性および保護性において優れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
本発明の目的、特徴および効果を示す実施例を図に沿って詳細に説明する。
【００２１】
本発明の実施例において、粘着固定体（例えば、面ファスナー）を、透明保護板とパネル
、パネルとバックライトモジュールまたはバックライトモジュールと支持部材との間に使
用することができ、本来ロック部材が必要であった部分はすべて面ファスナーによって代
替することができ、パネルおよびバックライトモジュールを透明保護板に固定するだけに
限定されない。以下に各種様態の詳細な説明を行う。同時に、本発明の構造、機能および
効果を述べるのに便利なように、液晶ディスプレイを例として説明を行なうが、本発明は
液晶ディスプレイへの応用だけに限定されず、有機ELディスプレイまたはプラズマディス
プレイなどのフラットディスプレイにおける製作、改良および変更にも応用可能である。
【００２２】
図１から図５は本発明の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイ
を示す図である。図１に示すように、本発明のディスプレイは主に透明材料から構成され
た透明保護板１０と、ディスプレイの光電装置を構成するディスプレイ部材１４と、粘性
物質から構成された粘着固定体１２と、から構成される。図２から図５は側面図である。
特に注意する点として、接続線および回路板などの部材はディスプレイの必須部材である
が、説明に便利なように、これらの部材は図示しない。
【００２３】
透明保護板１０の材料はガラスまたはアクリルであり、光線が強すぎて反射光が信号干渉
を引起こす場合、透明保護板１０上に反射防止膜を貼合することができる。ディスプレイ
部材１４、１５はパネル（液晶パネル、有機ELパネルまたはプラズマディスプレイパネル
）であり、ディスプレイ部材１６、１７はバックライトモジュールである。パネルは主に
複数の画素点を備え、各画素点はデータドライバによって接続されたデータ線およびゲー
トドライバによって接続されたゲート線が交差して構成される。バックライトモジュール
はパネルに光源を提供する。粘着固定体１２、１３は再剥離性を有するものまたは有さな
いものであり、再剥離性を有する粘着固定体１２、１３としては面ファスナーが採用され
る。粘着固定体１２、１３が面ファスナーのとき、面ファスナーの特徴を利用して、簡単
にディスプレイ部材１４、１５を設置したり、ディスプレイの本来ロック部材、ねじなど
によって接合されていた部分に代替してメンテナンス作業を簡単に行うことができる。
【００２４】
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　本発明の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイにおいて、デ
ィスプレイ部材１４は粘着固定体１２によって透明保護板１０上に粘着される（図２に示
す）。このようにしてディスプレイ部材１４は粘着固定体１２によって透明保護板１０に
よる支持を受け、支持部材の使用を減少させることができ、フラットディスプレイの体積
および重量を大幅に低減することができる。例えば、有機ELディスプレイパネルまたはプ
ラズマディスプレイパネルを使用してディスプレイを製作する場合、自発光するので、バ
ックライトモジュールを設置する必要がなく、透明保護板によって更なる支持および保護
作用が達成され、パネルと透明保護板との間は粘着固定体によって直接粘着され、ディス
プレイの薄型化を達成することができる。
【００２５】
　または、図１に示すように、ディスプレイ部材１４が液晶パネルの場合、ディスプレイ
部材１４は表示部分（可視部分）１４ａおよび辺縁不可視部分１４ｂを有する。表示部分
１４ａを遮蔽しないように、粘着固定体１２は辺縁不可視部分１４ｂの上に形成され、こ
れによって粘着固定体１２の形状は辺縁不可視部分１４ｂの口形または対称の二つの細長
い線形状となる。また、粘着固定体１２の範囲が大きい場合、粘着固定体１２の粘着力は
強くなり、これによって液晶パネルまたはバックライトモジュールは直接または間接的に
透明保護板１０上に粘着され、効果的な支持を受ける。従って、前述の粘着固定体の大き
さ、形状または位置は必要に応じて調整および変更をすることができる。
【００２６】
　図２に示すように、大型のディスプレイを構成するために、単一の透明保護板１０に粘
着固定体１２、１３を使用してディスプレイ部材１４、１５をそれぞれ粘着することがで
きる。しかし、実際に製作する上で、ディスプレイ部材１４、１５の辺縁不可視部分が重
なるとき、辺縁不可視部分の範囲を減少させることができる。
【００２７】
　図３に示すように、ディスプレイ部材１６（即ち、バックライトモジュール）を同様に
粘着固定体１１によってディスプレイ部材１４、１５上に粘着し、バックライトモジュー
ル１６を間接的に透明保護板１０に付着させることができる。同時に、支持力を高めるた
めに、同様に、粘着固定体を使用して透明保護板１０上に図４に示すような支持体２０を
粘着することができる。その後、支持体２０およびディスプレイ部材１６（即ち、バック
ライトモジュール）に対応する固定機構を使用してバックライトモジュールを支持する。
例を挙げると、面ファスナー（粘着固定体１１または他の粘着固定体）を使用して少なく
とも二つの介在物（木板、アルミニウム物体または鉄物体）（即ち、支持体２０）を透明
保護板１０の対応する両側辺に付着させ、バックライトモジュール上に設けられたリップ
部を利用してねじ２２またはその他の固定方式によって、バックライトモジュールを透明
保護板１０上の支持体２０に接合し、間接的に透明保護板１０に付着させ、バックライト
モジュールへの支持力を増加させ、それによって更なる支持構造を加える必要がない。
【００２８】
　また、更に大型のディスプレイにおいては、複数のバックライトモジュール（例えば図
４、５に示す）が存在し、透明保護板１０側辺に近くないバックライトモジュールはリッ
プ部によって透明保護板１０上に接合されていないので、その他のバックライトモジュー
ルと比較して受ける支持力は少ない（例えば、九つのバックライトモジュールの組合せに
おいて、中間のバックライトモジュールは透明保護板側辺と接合されていない）。従って
、粘着固定体を使用してバックライトモジュールのリップ部を相互に粘着する以外に、バ
ックライトモジュールに図５に示す連結機構２４（係合直列接続または金具固定）を設け
、複数のバックライトモジュールを連結機構２４によって相互に接続する。即ち、バック
ライトモジュール間は上下および／または左右の連結または直列接続によって相互間の支
持力を高めることができる。
【００２９】
　しかし、バックライトモジュール（ディスプレイ部材１６）は重いので、粘着固定体の
長期の支持力を考慮して支持部材１８が設けられ、更なる支持を提供する（図６、７に示
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す）。
【００３０】
　図６、７は本発明の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイを
示す側面図である。図に示すように、本発明のフラットディスプレイは透明材料から構成
された透明保護板１０と、ディスプレイの光電装置を構成するディスプレイ部材１４と、
粘性物質から構成された粘着固定体１２と、ディスプレイ部材１６を支持する支持部材１
８と、から構成される。支持部材１８の構造はディスプレイ部材１６に対応しており、バ
ックライトモジュールの支持に便利になっている。同時に、パネル（ディスプレイ部材１
４）は粘着固定体１２によって透明保護板１０上に粘着されているので、従来技術のよう
に支持部材（例えば、ねじまたは金具など）が必要なく、本発明のディスプレイのサイズ
および重量は従来技術によるディスプレイよりも遥かに小さい。
【００３１】
　図７は本発明のフラットディスプレイを示す他の側面図である。図７に示すように、本
発明の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイは主に透明材料か
ら構成された透明保護板１０と、ディスプレイの光電装置を構成するディスプレイ部材１
４（例えば、液晶パネル、有機ＥＬパネルまたはプラズマディスプレイパネル）と、粘性
物質から構成された粘着固定体１２と、ディスプレイ部材１４とディスプレイ部材１６（
バックライトモジュール）との接合体を支持する支持部材１８と、から構成される。この
中で、粘着固定体１２はパネルとバックライトモジュールとを粘着接合させることができ
る。支持部材１８の構造は前述のパネルとバックライトモジュールとの接合体に対応して
おり、固定式または可動式の構造とすることができ、パネルおよびバックライトモジュー
ルを支持する。
【００３２】
　同時に、本発明のフラットディスプレイは前述の固定式または可動式の支持構造１８に
よって水平または垂直に拡張させることができ、大型化を達成できる。従って、支持構造
１８は少なくとも支持機能を備えればよく、特定の位置に固定する必要はない。
【００３３】
　以上のように、本発明の部材は必要に応じて数量、位置または大きさなどを調整するこ
とができ、それによって本発明の効果が十分に発揮される。
【００３４】
　以上の説明は本発明の好適な実施例を示すものであり、本発明の特許請求の範囲を制限
するものではない。また、本発明の主旨に基づく同等効果の修飾および変更は全て本発明
の特許請求の範囲に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイを示す
分解斜視図である。
【図２】本発明の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイを示す
側面図である。
【図３】本発明の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイを示す
側面図である。
【図４】本発明の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイを示す
側面図である。
【図５】本発明の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイを示す
側面図である。
【図６】本発明の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイを示す
側面図である。
【図７】本発明の粘着固定体によって部材が接合支持されるフラットディスプレイを示す
側面図である。
【符号の説明】
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【００３６】
１０　透明保護板
１１、１２、１３　粘着固定体
１４、１５、１６、１７　ディスプレイ部材
１４ａ　表示部分
１４ｂ　辺縁不可視部分
１８　支持部材
２０　支持体
２２　ねじ
２４　連結機構

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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